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Motivation

• 飛騨高山まちの博物館所蔵の
角竹郷土史料文庫

• 「昔の天体異変に就て」角竹
喜登（すみたけ・よしのり）

• 低緯度オーロラを示す記述が
あった。

• この時期は、太陽活動最大期
に近いが、どのような黒点が
このオーロラを引き起こした
のであろうか。

• 人々の反応は江戸の昔と変
わっていない



「昔の天体異変に就て」角竹喜登

• 生年 明治18(1885)年1月2日

• 没年 昭和39(1964)年3月19日

• 出生地 岐阜県大野郡高山町(現・
高山市)

• 学歴 斐太中〔明治35年〕卒

• 経歴 教員となる一方、飛驒の歴
史に関する史料を収集、岐阜県史
蹟名勝天然記念物調査臨時委員を
務めたほか「高山市史」の編纂に
も関与した。昭和25年に教員を退
職した後は「国府村史」「丹生川
村史」編纂の中心人物として活躍
し、38年には高山市郷土館名誉館
長に就任。生涯に収集した4万点
を越える史料は「角竹郷土史料文
庫」として高山市郷土館に寄贈さ
れ、公開されている。









桐山玄豹

• 角竹文庫資料目録解説

• 天保15年（1844年）高山に生まれる。通称源兵衛、
玄豹のほかに、霧山、吉城などの号がある。素封
家である桐山家は文人、学者、教育者が多く、玄
豹も若くして学問に励んだ。古川移住後も京都や
上海に出かけて見分を深め、漢学はもとより仏教
思想から西洋哲学にまで広く影響を受けた。初代
古川町長として政治分野に活躍する一方、『飛騨
国司姉小路家系考』を著すなど飛騨史研究にも足
跡を残している。明治30年（1897）没。



桐山如松記





The Great Space Weather Event during 1872 February 
Recorded in East Asia

• Hisashi Hayakawa1,2,13 , Yusuke Ebihara3,4 , David M. Willis2,5 , 
Kentaro Hattori6, Alessandra S. Giunta2, Matthew N. Wild2 ,
Satoshi Hayakawa7, Shin Toriumi8,14 , Yasuyuki Mitsuma9, Lee T. 
Macdonald10, Kazunari Shibata11, and Sam M. Silverman12
The Astrophysical Journal, 862:15 (10pp), 2018 July 20 
https://doi.org/10.3847/1538-4357/aaca40



追加調査

• 理系
• この時の太陽面上の黒点はどうであったか。

• 巨大なMultiple flares を起こせたか

• 黒点スケッチアーカイブは無いか

• 文系
• 知識階級・民間の反応の時代的変遷

• 明和七年イベント（1770）と同じ反応であったようであ
る。

• いつオーロラが空の発光現象であると認識されたか。



黒点観測調査
・1872年当時の太陽面観測・アーカイブ



指定期間内の
観測年数

1872

Clette et al. (2014)



Possible source of Feb 2, 1872 event
(Synoptic map of Spoerer)
A. Diercke, R. Arlt, and C. Denker, AN 336, No. 1,1 – 10 (2015)

West limb on Feb 2 East limb on Feb 2

Spoererの観測の元スケッチで日変化を調べれば、該当黒点同定は可能であるが蓋
然的な結論しか得られないか？玉澤説のように、フィラメント爆発が源の可能性
もある。



低緯度オーロラの理解・認識変遷
・新聞記事にみるオーロラ

・日本の学界論文

・世界の学界論文



新聞調査

• J27: 明治五歳正月都鄙新聞第二号, 日本初期
新聞全集, v.34, 1992, p.17

• J28: 明治壬申正月名古屋新聞第三号, 日本初
期新聞全集, v.34, 1992, p.181

• 「小学の童子も窮理を知て怪しまず」
• この頃にはすでにオーロラの説明がなされてい

たのか？

• 中沢陽氏
• 1909年（明治42年）9月26日

• 新潟新聞は、「昨暁の極光（オーロラ） 当地にて
は初めて出現 一時は火事と誤まらる」という見出
しで、市内二十三ヶ所の警鐘を打ち鳴らして第四部
消防組が出動したため、一時はかなりの騒動となっ
たことや、日本海を走行中の船が失火したのではな
いかとか、佐渡に火災が発生したといった噂が広
まったことを報じています。

• 1958年（昭和33年）2月11日
• 新潟日報は、「昨夜赤いオーロラ 北方に県下各地

で観測」という見出しと共に、日本海の北方海上の
空に赤く輝く“異常現象”を発見し、火事ではないか
と第九管区海上保安本部が巡視船を出す騒ぎになっ
たことを報じています。



1700 1750 1800 1850 1900 1950

1770天紅 1872天紅 1909オーロラ

1889 太陽活動と磁気嵐相関
（細川兼太郎解説）

1903 高速荷電粒子による発光
（長岡半太郎解説）

1909 地学雑誌
中村清二「極光の成因」論考

1933 天文月報神田茂
オーロラ歴史記録収集

1714 磁気嵐と極光の関連性
（Celsius）

1716磁気原子の吹き出しと
突入発光説（ハレ―）

1733三角測量、下端高さ約
500㎞（ド・メラン仏）

1784 三角測量、下端高さ約
100㎞（キャベンディッシュ）

1828 下端高さ、150㎞（ドルトン）

1851 太陽黒点周期と地磁気擾乱度
周期との相似性（Sabine）

1860 極光オーバルの存在（Loomis）

1873 極光オーバルの精密化（フリッツ）

1882 国際極地観測年

1929 磁気嵐・極光と電離層
擾乱（HafstadTuve）

1932 第2回国際極年

日本国内外明治期のオーロラ研
究・理解の進展



福澤諭吉「訓蒙窮理図解」（慶応4年、1868年）
～明治期の理科教科書の素材～

• 巻1 第1章 温気の事
• 巻1 第2章 空気の事
• 巻2 第3章 水の事
• 巻2 第4章 風の事
• 巻2 第5章 雲雨の事
• 巻2 第6章 雹雪露霜氷の事
• 巻3 第7章 引力の事
• 巻3 第8章 昼夜の事
• 巻3 第9章 四季の事
• 巻3 第10章 日蝕月蝕の事



第1章 温気の事

• 熱の源
• 太陽熱

• 地熱

• 燃焼

• 摩擦熱

• エレキテル

• 熱の伝播
• 熱伝導

• 対流

• 輻射

• 熱膨張



第7章 引力の事

• 引力の感ずる所至細なり又至大なり
• 近くは地上に行われ遠くは星辰に及ぶ
• 万有引力
• 距離と大きさ（質量）
• 遊星（惑星）
• 恒星
• 銀河は恒星の集団
• この篇に天地窮理の大概を記したれども地震・
雷・虹・彗星等の説なし こは我社中小幡氏が著
述に天変地異といふ書ありてこれに委しければ態
（わざ）とここに略したるなり



まとめとこれから

• 天変地異の古記録は多々ある。それらに関心を
持っている人は、（江戸の時代にも）各地にい
た。

• オーロラ現象は、明治維新・文明開化で西洋の
知識が入ってきたときに、急激に理解が進んだ。

• 北海道で観測される（低緯度）オーロラを起こ
す黒点群・フィラメントの同定を近年のデータ
で探し特徴をつかむことが必要。

• 小幡篤次郎 「天変地異」の調査。


